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９月は、販売量については、流通部門・製造部門とも増加した。また、仕入

量については、流通部門・製造部門とも変わらなかった。販売価格、仕入価格

については、流通部門・製造部門とも変わらなかった。 

１０月は、販売量、仕入量については、流通部門では増加の見通し、製造部

門では変わらずの見通しである。また、販売価格・仕入価格については、流通

部門・製造部門とも保ち合いの見通しである。 

３ヵ月後の相場予想は、米材については、流通部門・製造部門とも弱含みの

見通し、南洋材については、流通部門・製造部門とも保ち合いの見通し、北洋

材（欧州材を含む）については、流通部門では弱含み、製造部門では保ち合い

の見通し、国産材については、流通部門では保ち合い、製造部門では弱含みの

見通しである。また、建材は保ち合い予想である。 

 ビルダーが４～８月の新規上棟を絞っていたため９月の新規上棟数が増加し、

プレカット工場の９月の受注及び稼働は若干増加したが、プレカット工場への

値引き要求は厳しい状況が続いている。年内は、多少の需要回復が見込まれて

いるが、年明け以降はまた戸建て需要の落ち込みが予想され、市況の厳しさは

続くと考えられる。各社は、今後の事業展開として木造の非住宅物件に力を入

れている。 



景況調査 

令和６年９月分集計表    （    ）内は実数                  

〔流通部門〕            モニター数１５６ 回答７１ 回収率４６％ 
当月の状況                           

販 売 量 増加２８％（２０） 変わらず６１％（４３）  減少１１％（ ８） 
仕 入 量 増加２０％（１４） 変わらず６２％（４４）  減少１８％（１３） 
販売価格 上昇 ３％（ ２） 変わらず８６％（６１）  下降１１％（ ８） 
仕入価格 上昇 １％（ １） 変わらず８６％（６１）  下降１３％（ ９） 

来月の見通し 
販 売 量 増加３１％（２２） 変わらず５８％（４１）  減少１１％（ ８） 
仕 入 量 増加３０％（２１） 変わらず６３％（４５）  減少 ７％（ ５） 
販売価格 強含み ３％（ ２） 保ち合い８７％（６２） 弱含み１０％（ ７） 
仕入価格 強含み ３％（ ２） 保ち合い８２％（５８） 弱含み１５％（１１） 

 
３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み 

米  材  ４％（ ２） ６１％（３０） ３５％（１７） 
南 洋 材 １０％（ ４） ８５％（３４） ５％（ ２） 

北洋材（欧州材を含む） １１％（ ５） ６５％（３０） ２４％（１１） 
国 産 材 ８％（ ５） ７７％（５１） １５％（１０） 
建  材 ２１％（１０） ６５％（３１） １５％（ ７） 

プレカットの動向 
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

３９％（１９） ５９％（２９） ２％（ １） 
〔製造部門〕            モニター数１３３ 回答数６５ 回収率４９％ 
当月の状況 

販 売 量 増加２９％（１８） 変わらず６０％（３８）  減少１１％（ ７） 
仕 入 量 増加１６％（１０） 変わらず７１％（４５）  減少１３％（ ８） 
販売価格 上昇 ６％（ ４） 変わらず７９％（５０）  下降１４％（ ９） 
仕入価格 上昇１６％（１０） 変わらず７６％（４８）  下降 ８％（ ５） 

来月の見通し 
販 売 量 増加１９％（１２） 変わらず６５％（４１）  減少１６％（１０） 
仕 入 量 増加２１％（１３） 変わらず７０％（４４）  減少１０％（ ６） 
販売価格 強含み ８％（ ５） 保ち合い７６％（４８） 弱含み１６％（１０） 
仕入価格 強含み１７％（１１） 保ち合い６８％（４３） 弱含み１４％（ ９） 

 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米  材 １０％（ ２） ４８％（１０） ４３％（ ９） 
南 洋 材 ７％（ １） ７９％（１１） １４％（ ２） 

北洋材（欧州材を含む）  ６％（ １） ７１％（１２） ２４％（ ４） 
国 産 材 １０％（ ６） ５７％（３５） ３３％（２０） 

プレカットの動向   
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

３５％（ ９） ４６％（１２）   １９％（ ５） 


